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(57)【要約】
【課題】符号化マーカーを有する固形インクスティック
を形成する方法及びシステムを提供する。
【解決手段】インクスティックを製造する方法が提供さ
れる。本発明の方法は、相変化インク組成物のインクス
ティック本体を形成する工程を備える。インクスティッ
ク本体はいったん形成されると、マーキングステーショ
ンに搬送される。マーキングステーションでは、インク
スティック本体の表面に符号化マークを形成するために
インクスティック本体の表面にマーキング組成物が付加
される。マーキング組成物は、インクスティック本体を
形成するために使用されるものと同じ相変化インク組成
物からなる。
【選択図】図８
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　相変化インク組成物のインクスティック本体を形成する工程と、
　マーキングステーションにおいて前記インクスティック本体の表面に符号化マークを形
成するために、前記インクスティック本体を形成するために使用されるものと同じ相変化
インク組成物からなるマーキング組成物を前記インクスティック本体の表面に付加する工
程と、を備えるインクスティックを製造する方法。
【請求項２】
　相変化インク組成物の固形インクスティックを形成するための形成ステーションと、
　前記インクスティック本体の表面に符号化マークを形成するために前記インクスティッ
クの表面にマーキング組成物を付加するためのマーキングステーションと、を備える、符
号化マーカーを有する固形インクスティックを形成するためのシステムであって、
　前記符号化マークは前記固形インクスティックに関する可変制御情報を符号化し、
　前記マーキング組成物は前記インクスティックを形成するために使用されるものと同じ
相変化インク組成物からなる、前記システム。
【請求項３】
　相変化インクプリンタの供給チャネルに嵌合するように構成され、外面を有するインク
スティック本体と、
　画像形成装置制御システムに可変制御情報を伝達するためのしるしの符号化パターンを
含む、前記インクスティック本体の外面に付加される符号化マークと、を備える、相変化
インクプリンタでの使用のためのインクスティックであって、
　前記インクスティック本体と前記符号化マークは同じ相変化インク組成物から形成され
る、前記インクスティック。
【請求項４】
　相変化インク組成物からなるマーキングされていないインクスティックを取得する工程
と、
　マーキングステーションにおいてインクスティック本体の表面に符号化マークを形成す
るために前記インクスティック本体の表面に、前記インクスティック本体を形成するため
に使用されるものと同じ相変化インク組成物からなるマーキング組成物を付加する工程と
、を備える固形インクスティックにマーキングをする方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は一般に、相変化インクジェットプリンタと、このようなインクジェットプリン
タに使用される固形インクスティックと、このようなインクスティックを製造するために
使用される方法とに関する。
【背景技術】
【０００２】
　固形インク（ｓｏｌｉｄ　ｉｎｋ）または相変化インク（ｐｈａｓｅ　ｃｈａｎｇｅ　
ｉｎｋ）プリンタは、通常、ペレットとして、またはインクスティックとして固形のイン
クを受容する。固形インクペレットまたはインクスティックは、供給シュート内に置かれ
、供給機構が固形インクをヒーターアセンブリに送達する。固形インクスティックは、供
給シュートを介してヒーターアセンブリ内のヒータープレートに向かって重力供給される
か、ベルト駆動されるか、スプリングによって推進される。ヒータープレートは、プレー
トに突き当たる固形インクを融解して、記録媒体に噴射するためのプリントヘッドに送達
される液体にする。
【０００３】
　カラー印刷のための相変化インクは、典型的には、相変化インクに適合する着色剤と組
み合わされた相変化インクキャリア組成物を備える。カラープリンタは、典型的には、４
色のインク（イエロー、シアン、マゼンタおよびブラック）を使用する。これらの着色イ
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ンクは、単一の染料、または複数の染料の混合物を使用することによって形成できる。例
えばマゼンタはソルベントレッド（Ｓｏｌｖｅｎｔ　Ｒｅｄ）染料の混合物を使用するこ
とによって得ることができ、また複合ブラックは数種の染料を混合することによって得る
ことができる。適当なキャリア材料は、パラフィン、ミクロクリスタリンワックス、ポリ
エチレンワックス、エステルワックス、脂肪酸その他のワックス材料、脂肪アミド含有材
料、スルフォンアミド材料、種々の天然原料（例えばトール油ロジンおよびロジンエステ
ル）から作られた樹脂材料、および多くの合成樹脂、オリゴマー、ポリマーおよびコポリ
マーを含み得る。
【０００４】
　固形インク技術が直面する一つの問題は、インクスティックの正しい装填とインクステ
ィックが使用される画像形成装置とインクスティックとの適合性とを保証するためのイン
クスティックの区別（ｄｉｆｆｅｒｅｎｔｉａｔｉｏｎ）と識別（ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａ
ｔｉｏｎ）である。供給チャネル内への間違った色インクスティック、異なる固形インク
プリンタ用に意図されたインクスティック、不適格インクの使用などは、画像品質に影響
を与え、あるいは固形インク画像形成装置を損傷する可能性さえある。従来から知られた
相変化インクシステムでは、インクスティックの区別と識別は、インクスティックの外面
にキーイング特徴要素を組み込むことによって行われた。インクローダーの対応するキー
位置は、不適切にキーイングされたインクスティックがプリンタの供給チャネルに挿入さ
れることを排除するように機能した。
【特許文献１】米国特許第５７３４４０２号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　種々の価格設定とカラーテーブルの好みとを有する世界の市場は、多数のインクのタイ
プがほぼ同じサイズ／形状のインクおよび／またはインクパッケージを持って同時に市場
に存在し得る状況を作り出している。こうして、インクスティックは、実質的に同じよう
に見えるが、実際には例えば市場価格やカラーテーブル等の要因によって異なる相変化プ
リンティングシステム用途を意図したものになり得る。インクスティック構成、マーケテ
ィング戦略、価格設定などには幅広い範囲の可能性があるため、プリンタによって適切な
インクのみが受け入れられるようにインクスティックを区別することは、物理的キーイン
グを超えた識別方法を必要としている。しかしながら、インクスティックに従来のラベル
またはタグ付け機構を加えることは、タグ付け機構が相変化インク画像形成装置に適合し
ない可能性があるので、あるいはこれが適用されるインク組成がインクの汚染、プリント
ヘッドの目詰まりなどの結果を招く可能性があるので実用的でない。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　インクスティックを区別する方法を増やす、インクスティックを製造する方法が、下記
に十分に開示される。本発明の方法は、相変化インク組成物のインクスティック本体を形
成する工程を備える。インクスティック本体は、いったん形成されるとマーキングステー
ションに搬送される。マーキングステーションでは、インクスティック本体の表面に符号
化されたマークを形成するためにインクスティック本体の表面にマーキング組成物が付加
される。マーキング組成物は、インクスティック本体を形成するために使用されるものと
同じ相変化インク組成物からなる。
【０００７】
　本発明の方法は、従来から知られたスティックより多様な区別をサポートする相変化イ
ンクプリンタでの使用のためのインクスティックを製造する。このインクスティックは、
相変化インクプリンタの供給チャネル内に嵌合するように構成されたインクスティック本
体を備え、またこの本体は符号化されたマークが付加された外面を有する。符号化された
マークは、画像形成装置制御システムに可変の制御／属性情報を伝達するためのしるしの
符号化パターンを含む。インクスティック本体と符号化マークは、同じ相変化インク組成
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物から形成される。
【０００８】
　本発明の別の態様である、符号化マーカーを有する固形インクスティックを形成するた
めのシステムでは、このシステムは相変化インク組成物の固形インクスティックを形成す
るための形成ステーションと、インクスティック本体の表面に符号化マークを形成するた
めに固形インクスティックの表面にマーキング組成物を付加するためのマーキングステー
ションと、を備える。符号化マークは、固形インクスティックに関する可変制御情報を符
号化する。マーキング組成物は、インクスティックを形成するために使用されるものと同
じ相変化インク組成物からなる。
【０００９】
　本発明の更なる態様である、相変化インクプリンタでの使用のためのインクスティック
では、このインクスティックは相変化インク画像形成装置の供給チャネル内に嵌合するよ
うに構成されたインクスティック本体を備える。インクスティック本体は、インクスティ
ック本体の外面に付加された符号化マークを有する。符号化マークは、可変制御情報を画
像形成装置制御システムに伝達するためのしるしの符号化パターンを含む。インクスティ
ック本体と符号化マークは、同じ相変化インク組成物から形成される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　本実施形態の一般的理解のために図面を参照する。これらの図面では全体を通して、同
様な要素を示すために同様な参照数字が使用されている。
【００１１】
　図１は、上面１２と側面１４とを有する外側ハウジングを含む固形インクまたは相変化
インクプリンタ１０を示す。前面パネル表示画面１６等のユーザインタフェースは、プリ
ンタの状態とユーザ指示に関する情報を表示する。ボタン１８またはプリンタの動作を制
御するための他の制御要素が、前面パネル表示画面に隣接しているか、あるいはプリンタ
上の他の位置にあり得る。インクジェット印刷機構（図示せず）はハウジング内に入れら
れている。インク供給システムは、印刷機構にインクを送達する。インク供給システムは
プリンタハウジングの上面の下に含まれている。ハウジングの上面は、インク供給システ
ムへのオペレータのアクセスを与えるために図２に示すように開くヒンジ付きインクアク
セスカバー２０を含む。
【００１２】
　図２はプリンタ１０を示し、インクアクセスカバー２０を上げてインク装填リンケージ
要素２２とインクスティック供給アセンブリまたはインクローダーとを表示した状態を示
している。図示されている特定のプリンタではインクアクセスカバー２０は、このインク
アクセスカバー２０を上げるときインク装填リンケージ２２が滑動してインク装填位置ま
で旋回するようにインク装填リンケージ要素２２に取り付けられている。図２に見られる
ようにインクローダーは、キーイングされた開口部２４を有するキープレート２６を含む
。各キーイングされた開口部２４Ａ、２４Ｂ、２４Ｃ、２４Ｄは、インクローダーの数個
の個別供給チャネル２８（図３を参照）の一つのチャネルの挿入端へのアクセスを与える
。
【００１３】
　図３を参照すると、代表的な供給チャネル２８Ａ等の各供給チャネルは、ある特定の色
のインクスティック３０を対応する融解プレート３２に送達するように設計された長手方
向の供給チャネルである。第１の供給チャネル２８Ａが図３に示されているが、すべての
供給チャネルは下記に説明する目的のために同じである。図示の特定の実施形態における
各供給チャネルは、一つ以上のインクスティックを挿入端から供給チャネルの融解端に動
かすための駆動機構を含む。この駆動機構は、各供給チャネルの融解端にある融解プレー
ト３２に向かって長手方向供給チャネルの長さに沿って個別のインクスティック３０を押
すために一定力スプリング３６によって駆動される押し出しブロック３４を備え得る。図
示の実施形態ではこの一定力スプリング３６は、実質的に垂直な軸に沿って方向付けされ
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た面を有する平ばねであり得る。別の実施形態では供給チャネルは、重力がインクスティ
ックを供給チャネルの融解端に送るための推進力を与えるように実質的に垂直に向けられ
得る。更に別の実施形態では駆動機構は、供給チャネルに沿ってインクスティックを動か
すために回転ベルトが使用されるベルト駆動システムを備え得る。
【００１４】
　供給チャネルは、挿入端から融解端までの長手方向寸法と、この長手方向寸法に実質的
に垂直な横方向寸法とを有する。供給チャネルは、挿入端に挿入されたインクスティック
を受け入れる。供給チャネルは、多数のインクスティックを供給チャネル内に挿入できる
ように十分な長手方向の長さを有する。各供給チャネルは、チャネルの長手方向長さ、つ
まり供給方向に沿ってインクスティックを供給チャネルの融解端に在る対応する融解プレ
ートに送達する。供給チャネルの融解端は、融解プレートに隣接している。融解プレート
は、固形インクスティックを液状に融解する。融解したインクは、供給チャネルの融解端
と融解プレートとの間のギャップ３３を通って液体インク容器（図示せず）内に滴下する
。
【００１５】
　インクローダーでの使用のための例示的固形インクスティック３０が、図４に示されて
いる。このインクスティックは、底面５２と上面５４とを有する３次元インクスティック
本体を備える。図示の特定の底面５２と上面５４は、実質的に互いに平行であるが、これ
らは他の輪郭と相対的関係とを持つこともできる。インクスティック本体の表面は、平坦
である必要はなく、互いに平行または垂直である必要もない。しかしながらこれらの説明
は、たとえこれらの表面が３次元形状を持っていても、あるいは互いに傾斜していても、
視覚化に際して読者を助けるであろう。インクスティック本体はまた、側面５６および端
面６１、６２等の複数の側端面を有する。図示の実施形態は、二つの端面６１、６２と二
つの横側面５６とを含む４つの側面を含む。横側面５６の基本要素は、実質的に互いに平
行であり、上面５４および底面５２に実質的に垂直である。端面６１、６２はまた、基本
的に実質的に互いに平行であって、上面と底面および横側面に対して実質的に垂直である
。端面６１は、供給チャネルの端部の融解プレートに最初に接触する先頭端面である。端
面６２は後部端面である。
【００１６】
　インクスティック本体は、４面以外の数の側面を持つことができる。例えばインクステ
ィック本体は、３面、５面あるいは事実上任意数の側面で形成することもできる。これら
の側面は長さが等しい必要はなく、インクスティック本体は横または縦の重心に関して必
ずしも対称である必要もない。インクスティック本体はまた、立方体または直平行六面体
以外の形状に形成されることもあり得る。例えばインクスティックは、楕円水平横断面形
状または多数の直線状側面を有する形状または湾曲面と線状面を組合せた形状であっても
よい。他の形状ではインクスティック本体は、表面が湾曲していてもよい。例えばインク
スティック本体は、供給チャネルの長手の供給方向に平行な、または供給チャネルの横寸
法に平行な、または長手供給方向および横寸法（垂直寸法）の両者に垂直な円筒形の軸を
有する円筒形であってもよい。
【００１７】
　インクスティック本体は、相変化インクキャリア組成物と相変化インク適合着色剤とを
備えた相変化インク組成物からなる。この組成物は典型的には、室温で固体であって、ま
た基板に融解インクを付加するために使用される印刷装置の動作温度より低い融点を有す
る。一実施形態では一連の着色相変化インクは、インクキャリア組成物を適合する減法混
色原色の着色剤と組み合わせることによって形成することができる。減法混色原色の相変
化インクは、４成分染料、すなわちシアン、マゼンタ、イエローおよびブラックを備え得
るが、インクはこれら４色に限定されない。これらの減法混色原色のインクは、単一の染
料または複数の染料の混合物を使用することによって形成することができる。例えばマゼ
ンタは、ソルベントレッド染料の混合物を使用することによって得られ、あるいは複合ブ
ラックは数種の染料を混合することによって得ることができる。適当なキャリア材料は、
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パラフィン、ミクロクリスタリンワックス、ポリエチレンワックス、エステルワックス、
脂肪酸その他のワックス材料、脂肪アミド含有材料、スルフォンアミド材料、種々の天然
原料（例えばトール油ロジンおよびロジンエステル）から作られた樹脂材料、および多く
の合成樹脂、オリゴマー、ポリマーおよびコポリマーを含む。
【００１８】
　図４に示すように、固形インクスティックは更に、画像形成装置の制御システムに情報
を伝達するためにインクスティック本体の表面に一つ以上の符号化マーカー９０を含み得
る。一実施形態ではこのマーカー９０は、バーコード等の線またはドットまたは記号の符
号化パターンを備え得る。マーカー９０は、製造番号、識別コード、または他のインデッ
クス機構、インクスティックの出所、インクスティック処方、製造日、在庫保存単位（Ｓ
ＫＵ）番号など等、インクを識別する情報を含み得る。このマーカーは、画像形成装置較
正情報、暗号化または復号データ、ロゴおよび他の図形等の種々のデータを埋め込むため
に使用できる。
【００１９】
　図４の実施形態では、符号化マーカー９０はインクスティック３０の上面５４上に示さ
れているが、マーカーはインクスティックの任意の表面、あるいは二つ以上の表面に形成
することも可能である。インクスティック３０上に配置され得るマーカー９０の数と位置
決めは、インクスティックの形状とインクローダー内のセンサ配置選択とによってのみ限
定される。更に、マーカー９０は、例えばインクスティックの外面の凹みまたは嵌め込み
部等、インクローダーとのセンサインタフェースに取扱い損傷が容易に影響を与え得ない
インクスティックの外面上の場所に配置されることが有益であり得る。
【００２０】
　一実施形態では、情報は、符号化マーカー９０によって指示されるべき少なくとも一つ
の一意の識別子または符号語を選択して、この選択された符号語に対応する信号の符号化
パターンを生成するようにこの符号化マーカー構成することによってマーカー９０に符号
化することができる。データをマーカーに埋め込むために、例えば標準的バーコード符号
化方式などを含む任意の適当な符号化方式が実施できる。符号語は、画像形成装置制御シ
ステムによってある意味に関連付けられ得る一つ以上の値、英数字、記号などを備えるこ
とができる。符号語は、インクスティックに関連する制御および／または属性情報を示す
ように割り当てられ得る。符号語は、画像形成装置制御システムによって読み取ることが
でき、そしてこの制御システムによって多くの仕方で使用可能な、インクスティックに関
する制御および／または属性情報に変換され得る。この制御システムは、例えばデータベ
ースまたはテーブル等のデータ構造体に記憶されたデータにアクセスするためのルックア
ップキーとしてこの符号語を使用し得る。データ構造体に記憶されたデータは、各符号語
に対応する関連情報を有する複数の可能な符号語を含み得る。
【００２１】
　図４の実施形態では、マーカー９０はインクスティック３０が形成された同じ相変化イ
ンク組成物からなる。インクスティック自身と同じ材料でインクスティック本体をマーキ
ングすることによって、このスティックは異種材料でインクスティックを「タグ付けする
こと」に関連する不都合なしにマーキングすることができる。例えば、前述のように、不
適合なインク組成、ラベル、磁気インクストリップなどでインクスティックに「タグ付け
すること」は、いわゆるタグがプリントジェットの目詰まり、インクおよび／またはイン
ク送達システムの汚染などによって動作に干渉しないことを保証するために追加の処理を
必要とする可能性があるので、画像形成プロセスに関する取り扱い上の問題がある。相変
化インク組成物からなるマーカー９０の付加のための適当な方法は、印刷、スプレー、刻
印などを含む。
【００２２】
　符号化マーカー９０は、キーイング（ｋｅｙｉｎｇ）、方位付けおよび照準合わせの特
徴要素（ａｌｉｇｎｍｅｎｔ　ｆｅａｔｕｒｅｓ）と組み合わせて使用できる。光学的お
よび機械的特徴要素のこの組合せは、インクスティックを識別するための多くの機構を与
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え得る。代替として、識別および認証目的のために使用される符号化マーカーは、キーイ
ング特徴要素に対する代替手段として使用できる。キーイング特徴要素を持たないインク
スティックを形成することは、実質的にすべてのインクスティックがインクスティックに
識別特徴要素を形成するための特別の装置を必要とせずに色および／またはプリンタタイ
プに関係なく均一な形状で形成できるので、製造プロセスを単純化し得る。
【００２３】
　マーカー９０をインクスティック本体の表面から区別するために、マーカー９０は、そ
れが付加される背景材料（すなわちインクスティック本体）とはマーカーの光学特性が異
なるような仕方で付加することができる。一実施形態では、マーカーは、マーカーまたは
マーカーの一部分がインクスティック本体のマーキングされていない部分とは異なって光
を反射するように、例えば印刷、スプレー、圧延、刻印などによって付加することができ
る。例えば、マーカーは、図５に示されるように、それが付加されるインクスティックの
表面に関してマーキングされた領域が僅かに隆起するように付加できる。マークの隆起し
た領域は、マーキング組成物の単一層として形成され、あるいは、代替として、隆起した
マークは付加されたマークの相対的厚さを増やすために複数の層としてマークを付加する
ことによって形成することができる。この実施形態では、マーカー９０のこの実施形態に
よって生成される符号化信号パターンはマーカーの可変高さから反射される光の信号強度
に対応し得る。別の実施形態ではマーカーは、マーキングされた領域がインクスティック
本体のマーキングされない領域とは異なってテクスチャ化されるような仕方で付加するこ
とができる。マーキングされた領域のテクスチャは、インクスティック本体のテクスチャ
化されない領域とは異なって光を散乱させることができるいかなるテクスチャでもよい。
【００２４】
　更に別の実施形態では、インクスティック本体からのマーカーの区別は、マークのイン
クスティックへの付加前、付加時または付加後に符号化マークを形成するために使用され
る相変化インク組成物を処理することによって行うことができる。例えば、マークの付加
後にマークを形成するために使用されるインク組成物の固化または乾燥を制御することに
よって、インクスティック本体に関するマークの外観の区別を達成することができる。更
に、前述のように、符号化マークは、融解した相変化インク組成物をインクスティック本
体に放射する相変化インクジェットプリンタによって付加することができる。符号化マー
クを形成するために使用される相変化インク組成物は、表面に噴射されるために液状に融
解される前は固体状である可能性がある。融解した相変化インク組成物が維持される温度
を制御することによって、放射されるインクは異なるテクスチャまたは光学特性を示すマ
ークを生成することができる。（区別を向上させるためのマーキング組成物の処理に関す
る如何なる情報もここに含まれ得る）
　一実施形態では、インクスティック３０は、インクスティック本体を例えば成形、押し
出しなどによって形成し、それからインクスティック本体の表面にマーカーを付加する第
２の段階で処理する２段階プロセスを使用して形成することができる符号化マーカー９０
を含む。例えば、インクスティックを形成するために使用される製造型にマーカーを組み
込むことによって、符号化マーカーを有するインクスティックを形成するために単一段階
製造プロセスが実施可能であることは無論である。しかしながら、この実施形態ではマー
カーの変形体の数、したがって可能なコード変形体の数は、インクスティックを製造する
ために使用され得る異なる型の数によって限定される可能性がある。２段階製造プロセス
を使用することによって、マーカーの変形体の数は、従来知られていたより著しく多数の
、インクスティックに付加される符号化マーカーの種類を可能にするように増やすことが
可能である。
【００２５】
　図６を参照すると、図４に示されたようなマーカー９０を有するインクスティックを製
造するように動作可能なシステム１００の例示的概略図が示されている。システム１００
は、インクスティック本体を形成するためのインクスティック形成セクション１０４と、
形成後にインクスティック本体にマーカーを付加するためのマーキングステーション１０
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８とを含む。形成セクション１０４は、任意の適当なインクスティック製造方法を実行し
得る。一実施形態では、形成セクション１０４は、形成された槽および流れ充填プロセス
を備える。この実施形態では、成分染料とキャリア組成物が最初に混ぜ合わされ、それか
ら液体状にまで加熱され、所望の仕上がりインクスティック形状に対応する内部形状を有
する槽に注入される。しかしながら、インクスティック本体は、例えば注入成形、射出成
形、圧縮成形または他の技法等の任意の適当な方法を使用して形成することができる。
【００２６】
　いったんインクスティック本体が形成されると、このインクスティック本体は、搬送シ
ステム１１０によって符号化マーカーの付加のためにマーキングステーションに搬送され
る。形成システム１０４からマーキングステーション１０８にインクスティックを搬送す
るために、例えばベルトコンベアシステム等の任意の適当な装置または方法が使用できる
。更に、インクスティックの形成が時間的または位置的にマーキングステーションへの搬
送に近い必要はないことは理解されるべきである。例えば「空白の」つまりマーキングさ
れていないインクスティックを、他の場所で、あるいは他の時間に予め製造し、マーカー
９０の付加のためにマーキングステーションに取得および／または搬送することが可能で
ある。更に、インクスティックがマーキングステーション１０８への搬送前、または搬送
後に種々の他のプロセスおよび／またはマーキング手順を受ける可能性があることは理解
されるべきである。例えば、下記のマーキングステーションを、インクスティック上で既
存のマークを増やすため、または追加のマークを付加するために利用することができる。
【００２７】
　図７を参照すると、固形インクスティック３０にコードマーカーを付加するために動作
可能なマーキングステーション１０８の例示的概略図が示されている。この実施形態では
、マーキングステーション１０８はコンベア１１４を含む。コンベア１１４は、ステーシ
ョン１０８を通して一つ以上のインクスティック３０を動かすための１本以上のコンベア
ベルトを備え得る。マーキングステーションを通してインクスティックを搬送するために
任意の適当な装置または方法が使用できる。コンベア１１４は、インクスティック製造プ
ロセスにおいてステーションからステーションへの連続した経路を形成する一連の別々の
コンベアベルトからなるコンベアシステムの一部であってよい。
【００２８】
　マーキングシステム１０８は、インクスティック本体の表面に符号化マークを形成する
ためにインクスティック本体３０の表面にマーキング組成物を付加するように構成される
。マーキング組成物は、インクスティック本体を形成するために使用されるものと同じ相
変化インク組成物からなる。同じ相変化インク組成物を備えるマーキング組成物は、例え
ば印刷、スプレー、刻印等によって対象物の表面に相変化インクを付加するように動作可
能な任意の適当な装置または方法を使用して付加することができる。
【００２９】
　一実施形態では、符号化マークは、相変化インクジェット印刷によってマーキングステ
ーションにおいてインクスティックに付加される。この実施形態では、マーク付加ステー
ションは、矢印Ｐの方向にコンベア１１４によって搬送されるインクスティック本体３０
に符号化マークを印刷するように配置された相変化インクジェット装置１１８を備える。
インクジェット装置１１８は、マウント１２０上に支持されている。相変化インクジェッ
ト装置１１８は、インクスティック本体３０を形成するために使用されるものと同じ相変
化インク組成物からなるマーキング組成物を使用する。このマーキング組成物は固形ステ
ィックであってもよい。この組成物は、インクをインクスティック本体に付加するために
相変化インクジェット装置において制御された仕方でインクスティックを融解することに
よって固体から液体に変えられる。融解したインク組成物は、液状にインク組成物を維持
するために必要な高められた温度で容器内に液体の形で入れられる。それから融解された
インク組成物は、インクスティック本体がマーキングステーション１０８内の適所にある
ときに容器から取り出されて付加される。
【００３０】
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　マーキングステーション１０８は、符号化マーク９０に対応するパターンデータをマー
キングステーション１０８に与えるための入力装置１２４を含んでもよい。入力装置１２
４は、マーキングステーション１０８にパターンデータを伝達することに加えて、このデ
ータのための永久記録媒体を備えることもできる。入力装置１２４はまた、キーボード、
ジョイスティック、ライトペン、テープドライブ、ローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ
）装置、あるいはその他、マーキングステーション１０８にパターンデータを供給できる
如何なる装置でもよい。一実施形態では、インクスティックに関する制御データおよび／
または識別データを符号化マークの画像に、あるいは印刷のために適したバーコードに変
換するために、符号化ソフトウエアが使用できる。
【００３１】
　使用時に符号化マークに関するパターンデータは、入力装置１２４に入力されて、マー
キング装置１１８に伝達される。このパターンデータは、画像をスキャンすることによっ
て、またはパターンデータをタイプ入力することによって、またはその両方によって、あ
るいはパターンデータを入力するための他の任意の適当な方法によって入力され得る。マ
ーキングステーション１０８は、パターンデータが入力された後に種々の仕方でパターン
データを修正するための更なるシステムを含んでもよい。例えば、パターンデータは、新
しいパターンデータを形成するために部分的または全体的に大きく、または小さく拡大縮
小され得、他のパターンデータと組み合され得る。
【００３２】
　インクスティック本体からの符号化マークの区別を改善するために、システムは符号化
マークの付加前、付加時および／または付加後にインクスティック本体を処理するように
構成してもよい。例えば、マーキングステーションに入れる前にインクスティックの加熱
または冷却を制御するための熱制御ステーション（図示せず）を設けることができる。熱
制御ステーションは、インク材料からの熱の抽出を制御することによって形成槽内のイン
ク材料の均一な固化を促進し得る。一実施形態では、熱制御ステーションは、形成槽の空
洞の表面に隣接するインク材料と同じくインク材料の上面の冷却を加速するために、形成
槽の外面上で空気を循環させるための一つ以上の冷却トンネルを備え得る。代替として、
熱制御ステーションは、マーキングステーション１０８に到達する前にインク材料の固化
の所望レベルに依存してインク材料の冷却を遅らせるように動作することができる。別の
実施形態では熱制御ステーションは、インク材料が実質的に固化するまでインク材料を冷
却し、それから符号化マークの付加の準備時に上面のインク材料が可鍛性であるようにイ
ンク材料の上面を加熱するように動作し得る。例えば熱制御ステーションは、固化したイ
ンク材料の上面を加熱するための加熱ランプを含み得る。上面の可鍛性は、加熱ランプか
らの熱の継続時間と強度とによって決定される。
【００３３】
　ある幾つかの実施形態では、符号化マーカーは、区別を改善するために付加後に処理さ
れ得る。したがって、マーキングステーションにおけるマークの付加後にコンベアシステ
ムは、符号化マークを硬化および／または処理するための硬化ステーション（図示せず）
にインクスティックを搬送し得る。マークがインクスティック本体に付加された後に、マ
ーキングステーションがマーキングステーションの適所において符号化マークを処理する
ように構成され得ることは無論である。硬化ステーションは、使用される相変化インク組
成物の熱および水分要件に対応するように選択され得る方法を使用する。放射加熱、冷却
、強制空冷、マイクロ波乾燥機およびこれらのタイプの組合せは、利用可能なタイプのう
ちにある。
【００３４】
　図８は、符号化マーカーを有する固形インクスティックを製造する方法の例示的実施形
態を概説する流れ図である。本方法は、相変化インク組成物のインクスティック本体を形
成する工程を備える（ブロック２００）。インクスティック本体はいったん形成されると
、マーキングステーションに搬送される（ブロック２０４）。マーキングステーションに
おいて、インクスティック本体の表面に符号化マークを形成するためにインクスティック
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インクスティック本体を形成するために使用されるものと同じ相変化インク組成物からな
る。一実施形態ではインクスティック本体への符号化マークの付加は、相変化インク画像
形成装置によってスティック本体上に符号化マークを印刷する工程を含む（ブロック２１
０）。
【００３５】
　代替として、符号化マークは、インクスティック本体上に刻印またはスプレーすること
ができる。画像形成装置のセンサシステムによる検出と読取りを容易にするようにインク
スティック本体からの符号化マークの区別を改善するために、インクスティック本体およ
び／または符号化マークを形成するために使用される相変化インク組成物は、符号化マー
クの付加前、付加時および／または付加後に処理され得る。例えば一実施形態では符号化
マークの付加後に、符号化マークの相変化インク組成物の冷却または硬化の速度が制御さ
れ得る。別の実施形態では、インクスティック本体は、付加前のインクスティック本体の
加熱または冷却等によって符号化マークの付加前に処理され得る。
【００３６】
　当業者は、前述の特定の実施形態に対して極めて多くの修正が行われ得ることを認める
であろう。当業者は、インクスティックが例示されたもの以外の極めて多くの形状および
構成に形成され得ることを認めるであろう。更にインクスティック形成システムのステー
ション、セクションおよび他のコンポーネントの極めて多くの他の構成が、本開示の範囲
内で構成可能である。したがって、本発明は、上記に図示および説明された特定の実施形
態に限定されるべきでない。初めに提示されたような、また補正され得るようなこれらの
請求項は、現在予測されない、または価値が認められていない、また例えば出願人／特許
権者および他者から起こり得るものを含む、ここに開示された実施形態および教示の変形
、変更、修正、改良、同等物および実質的な同等物を包含する。
【図面の簡単な説明】
【００３７】
【図１】プリンタ上面カバーが閉じられた状態の相変化プリンタの斜視図である。
【図２】インクアクセスカバーを開いて、供給チャネル内に装填されるべき位置に固形イ
ンクスティックを示した状態の相変化プリンタの拡大部分上面斜視図である。
【図３】図２の線３－３に沿った固形インク供給システムの供給チャネルの側面断面図で
ある。
【図４】固形インクスティックの一実施形態の斜視図である。
【図５】図４のインクスティックの符号化マークの斜視図である。
【図６】コードマークを有する固形インクスティックを形成するためのシステムの概略図
である。
【図７】図６のシステムのマーキングステーションの概略図である。
【図８】符号化マーカーを有する固形インクスティックを形成する方法を概説する流れ図
（フローチャート）である。
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